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鶏肉および鶏卵中の残留有機塩素系農薬について  

加藤 嘉久  保坂 久義  吉岡  康  佐伯 政信  

Organochlorine Pesticide Resldues in Chickens and Eggs 

Yoshihisa KATO，HisayoshiHOSAKA，YasushiYOSHIOKAand MasanobuSAEKI  

国債0．004ppmと同じレベルになった。しかし，検出率は  

鶏肉のそれよりも高く70～100魔の範開であった。T  

口DTは減少傾向を示し，1981年には1971年の約坑にな  

り全国値0．006ppmと同じレベルになった。検出率は100魔  

であり鶏肉の場合と同様にBHCよりも高く，DDTが  

広範に残留していることをうかがわせた。   

鶏肉および鶏卵中の残留OCPをそれぞれ百分率で表  

わしたものを図1に示した。T－BHCの割合は1975年  

で鶏肉20窃，鶏卵10喀のものが，1981年には鶏肉50喀，  

鶏卵50窃とともに増加した。これに対しT－DDTは，  

鶏肉80窃，芙開聞0窃だったものが，鶏肉50窃，鶏卵50窃  

とともに減少した。f∃HCおよびDDTのなかで特に割  

合が増加しているのはPBHCとpp’－DDEであり，  

逆に減少しているのがpp’DDTであった。このこと  

は，Pp’－DDTは動物体内でpp’－DDEに代謝され，  

P－BHCとともにpp’－DDEは体内で濃縮・蓄積さ  

れやすいことからも理解できる。   

今後新たなBHCやDDTの汚染がない限り鶏肉およ  

び鶏卵中のOCPは，残留性のあるβBHCおよびpp  

－DDEで占められ，その残留量は横ばい状態あるいは  

減少傾向を示すものと考えられる。   

2．飼料との関係   

牛乳中のβ－BHCが問題となったとき，乳牛の飼料  

である稲わらが主な汚染源であったことが知られている。  

このように食肉等の残留農薬については，摂取する飼料  

が原因として第一に考えられる。そこで，鶏肉および鶏  

卵と飼料との関係について調査を行い，その結果を図2  

に示した。それぞれ検体数が少なく断定できないが，飼  

料中のOCP値が高ければそれを摂取した鶏肉および鶏  

卵のその値も高くなり，逆に飼料中のOCP値が低けれ  

ば鶏肉および鶏卵のその値も低くなるという相関の関係  

がみられた。このことから，鶏肉および鶏卵の残留OC  

Pは飼料に影響を受けることが示唆された。   

3．飼料および飼料原料   

飼料の調査結果を表2に示した。BHCとDDTが検  

出されたが，両農薬とも減少傾向を示した。飼料中の残留O  

CPをそれぞれ百分率で表わしたものを図3に示した。  

Ⅰ はじめに  

BHCやDDTなどの有機塩素系農兵（以FOCPと  

略称する）は，我が国では1971年に使用が禁1卜されて以  

来，食品中での残留量は年々減少してきたが，全く検f臼  

されなくなった訳ではなく，現在でも微量なからも検出  

されている。1）－3）   

著者らは，県内産食品の実態調査の一環として鶏肉お  

よび鶏卵中のOCP残留量について調査を行った。さら  

に，飼料との関係についても検討したのであわせて報告  

する。  

J■  

Ⅲ 実験方法  

1．試料  

1971年から1981年の問に県内養鶏場で採取した鶏肉40  

検体，鶏卵43検体およびそれぞれに関連する飼料23検体  

と飼料会社より供与を受けた飼料原料25検体を試料とし  

た。  

2．分析法  

本田ら4）の方法によった。  

ノ■Ⅲ結果および考察  

1．実態調査  

結果を表1に示した。  

鶏肉：TBHC（a－，T－，P－，∂rBHCの総和）は，  

減少傾向を示し，1981年には1975年の約兢になり全国値2）  

0．006ppmと同じレベルになった。なお，検出率は60～80窃  

の範囲であった。TMDDT（pp’qDDE，PP’－DDT，  

pp’－DDDの総和）も減少傾向を示し，1981年には1975  

年の約坊になり全国値0．008ppm以下となった。しかし，検  

出率は70－100喀の範囲であり，BHCよりも高かった。  

鶏卵：T－BHCは横ばい状態が続き．1981年には全  
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表－1．鶏肉および鶏卵の有機塩素系農薬  
（ppm）  

T－BHC  TrDDT  ディルドリン   

試料 年度 検体数  
最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均  
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図－1鶏肉および鶏卵における有機塩素系農薬の割合  

農薬原体，飼料，鶏肉，鶏卵の順で関係をみたのが図4  

である。β－BHCは，元来農薬原体中に約10偏にすぎ  

なかったものが鶏卵の段階で100偏に増加し，逆にα－  

BHCは原体中に約60窃存在していたものが0窃と減少  

した。pp，－DDTは農薬原体中に約70窃存在していた  

ものが，鶏卵の段階で約30％に減少し，逆にpplrDD  

Tの代謝物であるpp，一DDEは飼料の段階から存在し  

鶏卵の段階では約70喀に増加した。β一BHCおよひpp’  

T L－BHCの割合は1979年に比へ土醐□を，逆にTLDD  

Tは減少を示し，1981年ではTBHCが全体の65窃を  

占めていた。飼料の残留OCP調査は2年間ではあるか，  

飼料における全OCPに対するBHCやDDTの割合の  

推移は，鶏肉および鶏卵における推移と同様の傾向であ  

ると考えられた。このことは，鶏肉および鶏卵のOCP  

の給源は飼料であることを裏付けていると思われる。   

ここで，BHC異性体とDDT近縁化合物の存在比を  
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図－2 鶏肉および鶏卵と飼料との関係  
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義一2．飼料の有機塩素系農薬  
（PPm）  

T－BHC  T－DDT  

年度 検体数 最小 最大 平均  最小 最大 平均  

1979  4  0．003 0．049 0．023  0．004 0．030 0．018  
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図－3 飼料における有機塩素系農薬の割合  
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図－4 鶏肉および鶏卵におけるBHC，DDT額の変化  
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－DDEは，飼料一項鳥肉→卵と食物連鎖の過程で萬積さ  

れたものと考えられる。   

さらに，今回調査した飼料との関連はないか，飼料偵  

料について調査を行い，一般的な養鶏用配合飼料のOC  

P残留量について試算を行った。飼料原料の結果は表3  

に示した。ほとんどの検体からBHCおよびDI〕Tを検  

出し，一部の検体からディルドリン，エンドリンおよび  

へプタクロルエポキサイドを検出した。BHCは全体的  

に低いレベルであり，DDTも「神様に低レベルであった  

が，魚荒かす等の動物質性飼料に他の飼料原料と比べて  

高い傾向がみられた。   

養鶏用配合飼料は，産卵用とブロイラー用があり，さ  

らに成育の度合により数種に分類され，原料の配合割合  

もそれぞれ若干の差はあるが，おおよそ次のとおりであ  

る。とうもろこし，マイロ等の穀類が約70喀，大豆油か  

す等の植物性油かす類が約11喀，魚粉，肉骨粉等の動物  

質性飼料が約4偏，米ぬか，ふすま等のそうこう類が約  

2喀，アルファルファミール等のその他が約13喀であり，  

これら原料の大部分は輸入品である。今回の飼料原料の  

調査結果を用いて，前述した一般的な配合割合から養鶏  

用配合飼料の全OCP残留量（BHC，DDT，ディル  

ドリン，へ70タクロルエポキサイドの総和）を試算して  

みると0．0092ppmとなり′BHCが全体の約50魔の0．0045  

ppm∴DCTが約40魔の0．0037ppmという結果になった。  

BHCの給源は主原料のとうもろこしであり，全体の56喀  

を占めた。また，DDTの給源は魚荒かす，魚粉であり，  

全体の68喀を占めていた。以前より，DDTは魚粉に由  

来する5）と指摘されており，今回の調査でも同様の傾向  

がみられた。   

飼料原料は諸外国（一部の地域ではBHC，DDTが  

使用されている6））からの輸入品が大部分であることか  

ら，今後これら原料に対する十分な監視が必要と思われる。  

Ⅳ まとめ  

1971年から1981年にかけて鶏肉，鶏卵，飼料および飼  

料原料の有機塩素系農薬の調査を行った。  

1．1981年における鶏肉および鶏卵中の残留有機塩素  

系農薬は，BエiCとDDTがそれぞれ50喀を占めており，  

その残留量は全国値とほぼ同レベルに推移した。   

2．郡肉および鶏卵中の有機塩素系農薬の給源は飼料  

であり，飼料中の有機塩素系農薬を低くおさえることに  

より，妥弓肉∴鶏卵への残留も低レベルにすることが可能  

であると思われる。  
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